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　　　　　　　　　1　緒　　書

　 象皮病 は 熱帶及 び 亜熱帯地方 に 多い 疾患で あ

る．日本 で は 南部九 州地方及 び そ の 南方 の 島灯

く奄美大島・他）に 多 發するが ，

一
般に女子 外陰に お

ける もの は 比 較的稀で ， 而 も從來 の報告 例 に よ る

と大 きさは概 して 小 さく， 日本に おい ては大城 の

右側大陰脣 に發生 した重量2．57  の もの が首位 を

占め て い るよ うで ある． 巨大外陰象皮病 に 關 して

は ，起 立 しだ時 に 腫瘤が 地 に 觸れ た とい う Souza

Moral の Rio　de　Janeiroにおける症例や ， 周圍

73  に 及ぶ ∫urlnac の症倒等 も記載 され て い る

が ，内外の報告 中重量 の 明か な もの では ，
Breeze

，

Nico！as ，　Lauwers ，　Vil！eneune ，　 Pozzi，　 Key 等

の 症例が あ る．筆者は 1939年に 北支濟南（Tsinan）
に おい て是等の報告倒 に次 ぐ重量 7．8  の外陰象

皮病に 遭遇 ， 手術 に よ り剔除 した．本症例は大 き

さ の 點 で珍 らしい と考 え， 21年前 の 經驗例で は あ

る が， 當時の 記録が保存 され て い るの で戴に報告

する．

　　　　　　　　　2　 症　　例

　患者　ヨ…夫人 （中國人）29年 7ヵ 月　 2掴 經産婦

　住所　濟南市郊外

　家族歴 ：夫は 54ue， 職業苦力，健康，性 病 を 否定 して

い る。他 の家族及び周圍 の住人 に類似の疾患を見 ない と

い う．

　鰄往症 ：幼時 よ り健康 で，月 經 は 初潮 14歳 2 カ 月 ， 爾

來整順 ， 纏時に 異常は ない ．2囘結婚 し， 第 1 囘の 結婚

は 15年 6 カ 月の 時で ， 2 入 の 女兒 を 分 娩 した が ， 第 1 兒

は生後
．1 年，第 2 兒は 2 年で死亡 した （病名不詳）． そ

の 後最初 の 夫 と別れ ， 滿19歳の 時來濟 ， 北關で 3 年9 カ

月の藺酌婦生活を した．23年11カ 月 の 時現在 の夫 と結婚

した．

　現渡 ：前記酌 婦就 業 1 カ 月後（19年 1 カ 月 ）先 ず右側，

次い で 左 側 の 横痃 を患 い ， 醫療 を受 けず ， 孰れも自潰 し

たが ， 今 目なお右側に厘孔を遺 して い る，

　 24年4 ヵ 月頃よ り右側大陰脣 に痒感 を覺え た が ， 次第

に 該部が 腫 脹 肥厚 し來 り， 1 ヵ 月 後 に は 左側大 陰屑…も 岡

様肥厚 し始め ， 以後爾側共漸次肥大 して現在の大き さ に

達 した。そ の 間 6年 3 カ 月 ， 患者は醫師 の 診療も受けず

放置 して い た ．陰脣の 肥大と共 に帯 下 は 増量 し た が，疹

痛及び誹尿
・排便障碍 を 缺 く．4 年 1 カ 月前 （腫髏 し始

めて か ら 2 年 2 カ 月）始め て 歩行障碍を感 じたが ， そ の

後腫瘤の 増大 と重量の 増加 と共 に歩行は 次第 に 困難 の 度

を増した．坐 る 時にはそ の ま 丶 では 腫瘤が邪魔 に な る の

で ， 是 を 自分で前方 に 押 し股間 に安置す る よ うに して い

る．性交 は 2年前 か ら全 く不能 に なつ た、

　所　見

　全身駅態 ：體格中等大 ， 皮下脂肪組織 の 發達，榮養共

に稍 it不良 ， 顔貌稍 く苦悶状，及膚及 び 可硯 粘膜 は
一

般

に貧血性であ る ．内臓謡臓器に は著變 なく， 身體他部淋

巴腺の題 脹 は認め られない ．四 肢 の 運動障碍，知覺異常

な く，浮腫 も證明され な い ．尿は 淡黄色透明，酸性 ，蛋

白 及び糖ぽ共に陰性．血液所見は血色素量 Sahli で 調

％ ， 赤血球數 250萬 ， 白血球數4200， 赤 血球沈降速度は

著 し く完進す （30分45， 1 時間 105， 2 時間 138）．ワ ッ

セ ル マ ン反應 は 中等度陽性，フ ラ イ反應陰性 ， 伊藤反應

（± ）s 末梢血管中 （深夜 にお け る 檢査）MiCtofilaria

は證明で きな か つ た．

　局所所見 ： 兩 側鼠蹊部に 横痃 自潰痕あ り ， 右方は瘻管

を潼 して い る．外陰部 を見 る に ， 人頭 2倍大 の腫瘤が 陰

阜 より股間 に 懸垂 して い る （寫真 （の參照 ）．陰阜も
一一rs

腫脹肥厚 し， 陰毛は極 め て疎である．大陰唇 の形 に 相當

して 腫瘤 は殆ん ど同大の 左右 の 2 部 に 分 た れ て お り，陰

挺は確認で きない ．叉尿道 口及び腟入 口 も大腿 を開 い た

ま S の 状態で は暼見で きな い ．排尿陦 に は 尿 は谿間 の 水

流 の よ うに湛 り出 る．巨大な 腫瘤の 存在 の た め 下肢 を 揃

えて 伸展す る こ とが で きな くて ， 常 に 0 脚 の 状態 に あ

り，そ の た め 立 位 で は腫瘤の 下端 は 櫞 曵膝闔節の 部 に達

し ， そ の重量 に よっ て基底部 は強 く下方 に牽引延長さ れ
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寫　　眞　　（1 ）

莖状 を 呈 し，從つ て本 腫瘤 を前方 に も後方 に も押しや る

ζ二とが出來 る．

　腫瘤 の 大 き さ は 立位の 計測では 下圖の 如 くであ る．恥

骨結合 よ り腫瘤下端 まで 1＊34cm， 最 大周圍 （AB を通過

す る ）は 88c皿で ， 右半最大周圍は 62c皿，左半の 夫れは59

cm で あ る．な お 前方 か ら見 た 時，腫瘤全體 の 幅は最長 39

cmであ る ．

　表面 は 基底部を除 き全般に粗縫凹凸あ り， 色 は淡褐色

乃至 茨黒色 を 呈 し， 肛 門
。會陰部附近及び左右兩部分 の

内 面 深 部 を 除 け ば 乾燥 し，皺襞が多い ．2 ヵ 所 に大豆 大

の 化膿部が あ る 。

　硬度 は彈力性鞏靱 ， 壓痛を 駛 く．腫瘤の 左右兩部を強

A

恥 骨結 合

B

く開 く と腟 入 口 都 は 辛 う じ て 認 め る こ とがで きるが，

尿 道 ロ は 見 る こ とがで きない ．小 陰脣 は通常の 場合の 約

7〜8倍に肥大 し， 著 し く肥 大した 大陰唇 の 裏 面 に附着

し ，

一
部 は 乳頭状 を 呈 し，表面は濕潤 して い る．小陰唇

よ り深部は濕潤 レ， 不 潔 な分泌物 が 附着 して い る．表面

にも内面 に も潰瘍が認め られな い ．肥大 せ る大陰唇 の 左

右兩部は近接 し，移動性 に乏しい の で内診は 不可能で あ

る．

　患者 の 背部か ら觀察す る に 寫真 （2）に見 る よ うに 左右

殆 ん ど同大の 腎形 の 腫瘤を認め る．色は前間 よ り色素沈

着強 く， 表面は乾燥 して い る ．坐位 に お け る摩 擦 の た め

皮膚 は極めて 肥厚 して い る が，殊 に 左方は 強 く摩擦 され．

表 面 平滑白色， 硬度輩靱である．會陰 ・
肛門周圍 も肥厚

し， 稍 ζ 濕潤 し ，
コ ン ジ ロ ーム 様 の 外觀 を 呈 し，叉 膣 入

口部 に近 い 腟壁も肥厚 して い る。

寡　　眞 　　（2 ）

　 處 　置

　外陰象皮病 の診斷の 下 に 入院 さ せ た が ， 貧血 の た め 1

週間前處置施行後腰髓麻醉 （ヌ ペ ル カ イ ン 使用） の 手術

を行つ た．先ず基 底の 腫瘤境 界 部 に 切 創 を加 え．少部分

ずつ 遊離 させ て は 直 ち に絹絲の 結節縫合 を な し．手 術 を

進め 全腫瘤 を切除す。な お會陰及び肛門周圍の 象皮病化
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貸

〜

せ る 部分
’
も切 除 した ．腫瘤表層に お い て は 強 く出血 せ る

部分もあ つ た が ， 深部で は血 管乏 し く，從 っ て 殆ん ど出

血を認め な か つ た．術後サ ル ン ァ 彌を投與 して 化膿を防

い だ た め順調 に 經遇 し，退院時始めて 内診す る こ とがで

きた が ， 内性器 に聴別 の 所見を認 め な か っ た ．

　切 除せ る腫瘤 は 重量 7。8k9あ り，割面はほ ま平等蒼白

色，線維様購造を呈 し， 硬度稍 t 鞏靱，彈力性を有す る

が ，

一一
部 に 永腫状 とな つ て い る場 所 もあ る。

　病理組織學的診斷 ：外陰象皮病 （寫真 （3）及 び （4）參

照）

　所　見

　表βξは全般的に は 寧 ろ稍 く 萎縮性で輕度 に角化 し，乳

寫　　眞　　（3 ）

寫　　眞　　（4 ）

頭が肥大 してい る．然 し一部では Akanthose が あ り，

皺檗 の 延畏分岐を認め ， 乳頭も増殖し， 角化亢進 が あ

る．異 型 増殖 を 認 め な い ．最 も顯著な 變化は 真皮層に お

け る瀰漫性 の極 め て 強い 粗大な 線維性の 肥厚であつ て ，

正常 の 場合の 數
一1’倍以上 に達 して い る こ とであ る．眞皮

層の 粗大な 膠原線維は種々 の 走向を示 レ，また 渇 巻状 に

も見 え るが ， 線維素問はng　it疎であ る．強 い 淋巴管の 擴

張を認 め ， 處 た に孰れ も血 管3ζは淋巴管を鬩んで淋巴球

浸潤 が あ り， 或る もの は 濾胞性に見 える．真皮各層 に 散

在す るが ， 殊に 上 層 に多い ．皮下脂肪層は 強 く後退 して

瀰漫性平等に 比較的繊細 な 線維増殖が見 られ る．皮脂腺

は殆んど全部消失 し，僅かに強 く變性萎縮 して 痕跡を見

る に過ぎな い ．深部 の 汗驟は 比較的 よ く保存 ざれ て い る

もの があるが，礦張して 上皮 の 變性萎縮が強 い．皮下脂

肪に代つ て 強 い 瀰蔓性平等 の 繊細 な線維化があるが ，

こ 〉 では殆ん ど淋巴球浸潤を認め な い ．

　　　　　　　　　3　考　　案

　本症例は 臨床的並 びに 組織 學的所見 より外陰象

皮病 なる こ とを確認 した ．表面は 大部分は 結節歌

で あるが，小 陰唇，肛 門周圍等濕潤せ る部で は
一

部乳頭状 をなす．

　重 量 1kg 以内の 外陰象皮病 の報告は比較的多い

が， 5   以上 に 達 す るもの は甚 だ 少 い ． 大 きい

腫瘤 として 記載 されて い るもの の うちで Breeze

の 42ポ
’
ン ド （18．9  ）の如 きは殆ん ど想 像 し難い

程 の 大 きさで あるが， Nico！as の 14．3kgも本例の

約 2 倍大で あ つ て，患者の生活上苦腦の大 きか っ

た で あろ うこ とは察す る に余 りある．そ の 他 La・

uwers ，　 Villeneune，　 Pozzi，　 Key 等の 巨大 腫瘤報

告例が あ るが ， 筆者 の 文 獻渉獵範圍で は本例は重

量 の點で是等 に 次 ぐもの で （表參照），患者
・
は性交

不
’
能と歩行 の 困難 を訴 えた．

　成因に 關して は 完全に はなお不明で あるが， リ

ン パ の鬱滯が主 因 と看徹 されて い る．熱帶象皮病

は Fi皇aria 　sanguinis 　hominis　Bancroftiに よる

リ ン パ 管の 閉塞 に 起 因 す る． 鼠蹊 リ ン パ 節 の 劉

除或 い は リン パ と血液 の 循環障碍 （瘢痕 ， 血 栓，

静脈瘤）に續發 す る場合も多 い とされて い る・そ

の他結核 ， 梅毒 ， 鼠蹊 リ ン パ 肉芽．腫等が原 因 とな

つ てい る もの も報告 され て い る・本例は 發病地 が

N 工工
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鞴 者 軍 量   騰 ）網 備 考

　 　 　 　 　 　 18．9
Breeze
　 　　 　　 （42ポ ン ド）

脣
簫

陰

關

す

大

踝

逹

側
瘤
に

右

腫

部

Nieolas 14．3

Lattwers 13．5

52 ；42　（37）

膝下 2 手

掌 に 逹 す

Villeneune 　　　10 ．2

POzz 三
　 10．0
（21．5 オξン ド ）

　 9．0
（20ポ ン ド）

40

左 側 大 陰 辱
腫 瘤

ai；is を全面的 に 莟定 する こ とは 田來 ない ．

Key

水 　 野

Siedentopf7

．8

　 6．75
（15オξン 　V

’
）　1

K ・chk
、4勲 。）

Del6trez 5．5

鬟躡 ererl
…

　 　 　 　 　 1

Renner
　 　 2．7
（6．75ボ ン ド）

大 　 誠 2，57

Koblanek ．　　　 L7

34；88　（39）

24；4520

；45

Filaria症流行地で ない こ と， 乳麋尿な く， 尿 清

澄な こ と ，　Filaria檢索結果陰性な事な どか ら風

土病性 の もの は除外 し得る． 患者は既往 に 賣春 に

從 事 し， 間 もな く兩側 の 横痃 を息 い 自潰 して い る

の で リン パ の 鬱滯は當然 起 り得 る もの であ る．横

痃 の 原 因に 開して は 明 らか で は ない が，血漕梅毒

反 應 も陽性で各種性病 の混含感染 は 當然 あるもの

と老 えられ ， 自潰後10年 を經 た 今 日 なお
一側 に お

い て屡孔 を遺 して い る點 ， 腫瘤が現在 の よ うな薯

しい 大 きさに 達 した こ とは 深部 リ ン パ 系統の 廣範

園 の 障碍 が想像 され る點 などか ら，フ ラ イ反應は

陰性 で あ るが ， Ly皿 phogranulomatosis 　inguin一

　　　　　　　　 4　結 　　語

　 29年 7 カ 月 ， 2 囘經産婦 に おける兩側大陰唇 を

主 と し ， 會陰 ，肛門周圍 に まで及ぶ 巨大な外 陰豢

皮病 で ， 約 5 年問に 乎術に よる剔除後の腫瘍の 重

量 7．8kg ， 最長周圏88   の 大 きさに まで達 した ・

排 尿排便に は異常は ない が ，性交不能 と歩行困難

を訴 え，他 覺的 に は貧血 以外特別 の 所見 を認 め な

か っ た ．既往に おい て賣春に 從事 し ， 兩側横痃を

患い ， 自潰 したが ， 約ユ0年 後なお一側 は瘻孔 を遺

して い る黜 ， 著 し く大 きい 腫瘤 を形成 して い る こ

とか ら， か な り深部 の リ ン パ 系統の侵襲 も考 えら

れ ，フ ラ イ反應は 陰性 だが，鼠蹊リ ン パ 肉芽腫症

を全面的 に否定す るこ とは 出來ない ．

　 絡 りに 臨 み 本 學 病 理 學 教 室 俘 俊 男教 授 の 助言 を 深 謝 す

る。
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